
生協労連東北地連をつなぐ･･･                  各労働組合の役員さんへお渡し下さい。 

           

 

 

など、経験を交えたお話は参加者の心をつかんでいました。 

 講演後は、４つのグループに分かれて分散会を実施。職場の状況や秋季年末一時金の取り組みにつ

いて交流しました。                     全体会場から見た岩手山 ↓ 
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 東北地連第１７回労働学校が１１月１３日（土）～

１４日（日）にうっすら雪化粧した岩手山の真裏の八

幡平ロイヤルホテルで開催され、８単組５９名が参加

しました。 

 全体講演は建交労福島県本部委員長の森谷稔さんに

労働運動について講演いただきました。生協労働者に

はいないタイプの方で、自己紹介をしていただきまし

たが、参加者はいろんな意味で刺激を受けていました。

労働組合幹部はどうあるべきか。言行一致させること

が大事と熱く語られ、知事室に行き知事と直談判する

 ２日目は分科会で、①後藤副委員長講師の「労働関連法基礎講

座」 ②池田副委員長講師の「安全衛生基礎講座」 ③伊藤副委

員長・山形副委員長が講師の「改正パート法と均等待遇」の３つ

の分科が実施されました。それぞれの分科会ともためになったと

感想が寄せられています。 

 最後に分散会報告と、地連の秋季年末闘争の報告を行い閉校し

ました。 

参加者の感想 

■今までの講演より現場に近いリアルな体験談を聞けて、大いにためにな

りました。 

■旧弘南生協の方の話しで「労組ができたことにより意見を言

える場ができた」という話があり、労働組合の大切さを改めて実

感しました。 

１０／１７現在年末一時金回答状況 

あおもり 正規０．８ヶ月 パート０．４ヶ月 

みやぎ 正規０．８５ヶ月 パート０．４２５ヶ月 

福島  正規０．３８ヶ月 パート９千～１．８万円 

東北大 正規１．５ヶ月  パート０．４ヶ月 

回答が出たら地連書記局にも報告願います。


